清の温汝能「『和陶合箋』序」訳釈 by 鈴木, 敏雄
一
頁
清
の
温
汝
能
「『
和
陶
合
箋
』
序
」
訳
釈
鈴
木
敏
雄
南
朝
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
（
五
〇
一
－五
三
一
）
の
『
文
選
』
が
、
呉
の
陸
機
（
二
六
一
－三
〇
三
）
の
「
擬
古
」
詩
や
梁
の
江
淹
（
四
四
四
－五
〇
五
）
の
「
学
古
体
」
詩
を
登
載
し
（
註
１
）、
模
倣
詩
を
文
学
に
於
け
る
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
さ
せ
て
以
来
、
北
宋
の
蘇
東
坡
（
一
〇
三
六
－一
一
〇
一
）
の
「
和
陶
詩
」
に
至
る
ま
で
凡
そ
五
百
年
、
そ
の
間（
ま
た
そ
の
後
も
）数
多
く
の
模
倣
詩
が
世
に
送
り
出
さ
れ
続
け
て
来
て
い
る
が
、
そ
の
蘇
東
坡
「
和
陶
詩
」
一
百
三
十
六
首
は
、
模
倣
詩
史
上
に
加
わ
っ
た
新
た
な
一
頁
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
画
期
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
蘇
東
坡
「
和
陶
詩
」
の
模
倣
詩
史
上
で
の
位
置
づ
け
を
、
清
の
文
学
者
温
汝
能
（
謙
山
と
号
す
、
一
七
四
八
－一
八
一
一
）（
註
２
）の
「『
和
陶
合
箋
』
序
」
が
孟
子
の
「
同
道
易
地
」
説
（
註
３
）を
用
い
て
端
的
に
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
訳
釈
を
試
み
、
併
せ
て
思
う
所
を
付
け
加
え
て
み
た
い
（
以
下
、
便
宜
的
に
三
段
落
に
分
け
て
訳
釈
す
る
）。
一
或
有
疑
「
東
坡
和
陶
出
於
創
」、
余
曰
「
是
創
也
、
而
實
非
創
也
。
惟
東
坡
而
後
、
可
以
和
陶
、
亦
惟
東
坡
而
後
、
可
以
創
也
。」
觀
其
告
子
由
、
曰
「
古
之
人
有
擬
古
之
作
矣
、
未
有
追
和
古
人
者
。追
和
古
人
、則
始
於
吾
。吾
於
詩
人
、無
所
甚
好
。獨
好
淵
明
之
詩
。」
又
曰
「
吾
於
淵
明
、
豈
獨
好
其
詩
哉
。
如
其
爲
人
、
實
有
感
焉
。」
考
公
於
淵
明
之
詩
、
和
居
八
九
。
其
和
於
儋
耳
者
、
又
居
八
九
、
大
抵
處
遷
謫
憂
患
之
餘
、
顛
沛
流
離
、
竊
有
慕
乎
靖
節
之
高
風
。
其
所
云
「『
性
剛
才
拙
、
與
物
多
忤
』、
欲
於
桑
楡
晩
節
、
師
範
其
萬
一
」
者
、
此
中
契
合
之
縁
、
誠
曠
百
世
而
相
感
、
不
能
爲
外
人
道
也
。
（
或
る
ひ
と
に
「
東
坡
の
和
陶
は
創
に
出
づ
る
」
か
と
疑
ふ
有
り
、
余
曰
く
「
是
れ
創
な
り
、而
も
実
は
創
に
非
ざ
る
な
り
。惟
だ
東
坡
よ
り
し
て
後
、以
て
陶
に
和
す
べ
き
の
み
、
亦
た
惟
だ
東
坡
よ
り
し
て
後
、
以
て
創
な
る
べ
き
の
み
な
り
」
と
。
其
の
子
由
に
告
ぐ
る
を
観
れ
ば
、
曰
く
「
古
の
人
に
擬
古
の
作
有
る
も
、
未
だ
古
人
に
追
和
す
る
者
有
ら
ず
。
古
人
に
追
和
す
る
は
、
則
ち
吾
に
始
ま
る
。
吾
の
詩
人
に
於
け
る
や
、
甚
だ
し
く
好
む
所
無
し
。
独
り
淵
明
の
詩
を
の
み
好
む
」
と
。
又
た
曰
く
「
吾
の
淵
明
に
於
け
る
や
、
豈
に
独
り
其
の
詩
を
好
む
の
み
な
ら
ん
や
。
其
の
為
人
の
ご
と
き
、
実
に
感
ず
る
有
り
」
と
。
考
ふ
る
に
公
の
淵
明
の
詩
に
於
け
る
、
和
す
る
は
八
九
に
居
り
。
其
の
儋
耳
に
和
す
る
者
も
、
又
た
八
九
に
居
れ
ば
、
大
抵
遷
謫
憂
患
の
餘
に
処
り
て
、
顛
沛
流
離
し
、
窃
か
に
靖
節
の
高
風
を
慕
ふ
有
る
な
ら
ん
。
其
の
「『
性
剛
に
し
て
才
拙
く
、
物
と
忤
ふ
多
け
れ
』
ば
、
桑
楡
の
晩
節
に
於
い
て
、
師
と
し
て
其
の
万
が
一
に
範
ら
ん
と
欲
す
」
と
云
ふ
所
の
者
の
、
此
の
中
の
契
合
の
縁
、
誠
に
曠
し
き
こ
と
百
世
に
し
て
相
感
じ
、
外
人
の
た
め
に
む
な
道
ふ
能
は
ざ
る
な
り
。）
人
の
中
に
「
蘇
東
坡
の
『
和
陶
詩
』
は
唱
和
し
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、
実
は
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
出
来
上
が
っ
て
は
い
な
い
か
」
と
疑
う
者
が
あ
っ
た
の
で
、
私
は
「
そ
う
で
す
、
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
が
し
か
し
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
や
は
り
唱
和
で
す
。
蘇
東
坡
以
降
、
は
じ
め
て
陶
淵
明
に
そ
の
よ
う
に
唱
和
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
」
と
答
え
た
。
蘇
東
坡
が
弟
の
蘇
子
由
に
語
っ
た
言
葉
を
見
る
と
、「
昔
の
人
は
『
擬
古
詩
』
は
作
っ
て
い
る
が
、『
古
人
に
追
和
』
し
た
者
は
い
な
い
。『
古
人
に
追
和
』
し
た
の
は
、
私
か
ら
始
ま
る
。
私
は
、
詩
人
の
中
に
そ
れ
ほ
ど
好
き
な
者
は
い
な
い
。
た
だ
、
陶
淵
明
の
詩
だ
け
は
大
好
き
だ
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
私
は
、
陶
淵
明
で
は
、
そ
の
詩
が
好
き
な
だ
け
二
頁
で
は
な
い
。
そ
の
人
物
に
も
心
動
か
さ
れ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
蘇
東
坡
は
、
陶
淵
明
の
詩
に
対
し
て
、
そ
の
八
、
九
割
に
ま
で
唱
和
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
左
遷
地
の
儋
耳
で
作
っ
た
唱
和
詩
が
、
さ
ら
に
八
、
九
割
を
占
め
る
。
お
そ
ら
く
左
遷
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
こ
と
で
、
う
ろ
た
え
、
さ
す
ら
い
、
ひ
そ
か
に
陶
淵
明
の
高
尚
な
る
風
格
を
慕
う
こ
と
が
有
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
蘇
東
坡
が
「
陶
淵
明
は
『
子
の
儼
ら
に
与
ふ
る
の
疏
』
で
『
私
は
、
才
能
も
無
い
く
せ
に
強
情
な
性
格
で
、
他
人
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
い
』
と
言
っ
て
い
る
。
私
も
人
生
の
日
暮
れ
時
の
晩
節
に
於
い
て
、
そ
の
万
分
の
一
で
も
手
本
に
し
た
い
の
だ
」
と
言
う
、
こ
の
言
葉
の
中
に
見
ら
れ
る
陶
淵
明
と
の
出
会
い
は
、
間
違
い
な
く
韓
愈
の
言
う
「
何
百
年
離
れ
て
い
よ
う
が
、
相
感
じ
合
う
」（「
田
横
の
墓
を
祭
る
の
文
」）
で
あ
り
、
陶
淵
明
の
言
う
「
無
関
係
の
者
に
語
る
も
の
で
は
な
い
」（「
桃
花
源
の
記
」）
な
の
で
あ
る
。
二
嗟
夫
古
之
人
、
有
生
雖
同
時
、
而
形
神
若
隔
、
渺
不
交
親
者
、
以
其
志
與
道
之
不
相
侔
也
。
有
生
雖
異
世
、
而
意
氣
感
通
、
恍
然
如
見
者
、
以
其
志
與
道
之
黙
相
孚
也
。
東
坡
與
淵
明
、
相
去
數
百
載
、
所
遭
之
世
異
、
所
爲
之
事
異
、
所
歴
之
險
阻
艱
危
、
出
萬
處
而
一
生
、
則
又
異
、
至
其
末
也
。
一
爲
乞
食
之
農
夫
、
老
處
隴
畝
、
一
爲
遠
謫
之
孤
臣
、
待
罪
遐
荒
。
出
處
始
末
、
何
者
爲
同
、
獨
以
其
志
同
、
其
道
同
。
假
令
淵
明
生
東
坡
之
世
、
所
見
未
必
不
如
是
、東
坡
生
淵
明
之
世
、所
抱
亦
未
必
不
如
是
也
。所
謂「
曾
子
子
思
同
道
、
易
地
則
皆
然
」
者
此
也
、
而
豈
獨
於
其
詩
見
之
哉
。
而
後
之
論
詩
者
、
徃
徃
舎
是
、
以
苛
論
古
人
。即
以
和
陶
諸
什
、而
推
求
過
、當
毎
爲
之
不
滿
焉
。雖
若
劉
後
村
輩
、尚
議
「
其
得
意
時
、
爲
侍
從
、
爲
執
政
、
及
失
意
而
下
獄
過
嶺
、
晩
更
憂
患
、
始
盡
和
淵
明
之
作
、
恐
淵
明
未
必
印
可
。」
是
説
也
、
不
特
不
知
東
坡
、
并
不
知
淵
明
。
不
知
淵
明
、
又
烏
足
以
知
東
坡
也
哉
。然
則
非
東
坡
、不
足
以
和
陶
、惟
東
坡
而
後
、可
以
和
陶
。東
坡
之
詩
、
雖
創
而
非
創
也
。
（
あ
ゝ
夫
れ
古
の
人
に
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
時
を
同
じ
く
す
と
雖
も
、
而
も
形
と
神
の
隔
つ
る
が
ご
と
く
、
渺
と
し
て
交
は
り
親
し
ま
ざ
る
者
有
る
は
、
其
の
志
と
道
と
の
相
侔ひ
と
し
か
ら
ざ
る
を
以
て
す
る
な
り
。
生
れ
な
が
ら
に
し
て
世
を
異
に
す
と
雖
も
、
而
も
意
気
の
感
通
し
、
恍
然
と
し
て
見
る
が
ご
と
き
者
有
る
は
、
其
の
志
と
道
と
の
黙
し
て
相
孚
ふあ
を
以
て
す
る
な
り
。
東
坡
と
淵
明
と
は
、
相
去
る
こ
と
数
百
載
、
遭
ふ
所
の
世
異
な
り
、
為
す
所
の
事
異
な
り
、
歴
る
所
の
険
阻
艱
危
は
、
万
処
に
出
で
て
一
生
な
れ
ば
、
則
ち
又
た
異
な
り
、
其
の
末
に
至
る
な
り
。
一
は
乞
食
の
農
夫
と
為
り
、
老
い
て
隴
畝
に
処
り
、
一
は
遠
謫
の
孤
臣
と
為
り
、
罪
を
遐
荒
に
待
つ
。
出
処
始
末
、
何
者
か
同
じ
と
為
さ
ん
、
独
り
其
の
志
の
同
じ
く
、
其
の
道
の
同
じ
き
を
以
て
す
る
の
み
。
仮
令
に
淵
明
を
し
て
東
か
り
坡
の
世
に
生
ま
れ
し
め
ば
、
見
る
所
は
未
だ
必
ず
し
も
是
く
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
東
坡
を
し
て
淵
明
の
世
に
生
ま
れ
し
め
ば
、
抱
く
所
は
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
是
く
の
ご
と
く
な
ら
ざ
る
な
り
。「
曽
子
と
子
思
と
は
道
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
地
を
易
ふ
れ
ば
則
ち
皆
に
然
ら
と
も
ん
」
と
謂
ふ
所
の
者
は
此
れ
な
り
、
而
し
て
豈
に
独
り
其
の
詩
に
於
い
て
之
を
見
る
の
み
な
ら
ん
や
。
而
る
に
後
の
詩
を
論
ず
る
者
は
、
往
々
に
し
て
是
れ
を
舎
き
、
以
て
苛
く
古
人
を
論
ず
。
即
ち
和
陶
の
諸
什
を
以
て
し
て
、
推
し
て
過
ち
を
求
め
、
当
に
毎
に
之
れ
が
た
め
に
満
た
さ
れ
ざ
る
べ
し
。
雖
ひ
劉
後
村
の
輩
の
ご
と
き
も
、
尚
ほ
「
其
の
意
を
得
た
た
と
る
の
時
は
、
侍
従
と
為
り
、
執
政
と
為
る
に
、
意
を
失
ひ
て
獄
に
下
り
嶺
を
過
ぎ
、
晩
に
更
に
憂
患
す
る
に
及
ん
で
、
始
め
て
尽
く
淵
明
の
作
に
和
す
る
は
、
恐
ら
く
淵
明
未
だ
必
ず
し
も
印
可
せ
ざ
ら
ん
」
と
議
す
。
是
の
説
や
、
特
り
東
坡
を
知
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
并
せ
て
淵
明
を
知
ら
ず
。
淵
明
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
又
た
烏
ぞ
以
て
東
坡
を
知
る
に
足
ら
ん
や
。
然
れ
ば
則
ち
東
坡
に
非
ず
ん
ば
、
以
て
陶
に
和
す
る
に
足
ら
ず
、
惟
だ
東
坡
よ
り
し
て
後
、
以
て
陶
に
和
す
べ
き
の
み
。
東
坡
の
詩
は
、
創
な
り
と
雖
も
而
も
創
に
非
ざ
る
な
り
。）そも
そ
も
古
人
を
見
て
み
る
と
、
同
時
代
に
生
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
身
と
心
と
が
別
物
で
あ
る
よ
う
に
、ま
っ
た
く
親
交
を
持
た
な
い
者
た
ち
が
い
る
。そ
れ
は
、そ
の
持
つ「
志
」
と
「
道
」
と
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
時
代
は
ま
っ
た
く
隔
た
っ
て
い
る
の
に
、
互
い
の
意
気
に
感
じ
あ
い
、
朦
朧
と
し
た
光
の
中
で
お
互
い
に
会
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
者
た
ち
も
い
る
。そ
れ
は
、そ
の
持
つ「
志
」と「
道
」
と
が
暗
黙
裏
に
繋
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
頁
蘇
東
坡
と
陶
淵
明
と
は
、
時
代
を
隔
て
る
こ
と
七
百
年
、
生
き
た
世
が
異
な
り
、
や
っ
た
事
も
ま
っ
た
く
違
い
、
体
験
し
た
艱
難
辛
苦
も
千
差
万
別
で
あ
っ
て
、
誰
に
も
増
し
て
両
者
異
な
っ
た
生
涯
を
送
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
陶
淵
明
は
物
乞
い
生
活
の
農
民
と
し
て
、
田
畑
で
老
い
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
蘇
東
坡
は
僻
遠
の
地
に
左
遷
さ
れ
た
孤
独
な
官
僚
と
し
て
、
辺
地
で
お
裁
き
を
待
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
出
処
進
退
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
両
者
相
同
じ
も
の
は
何
一
つ
無
い
。
た
だ
そ
の
「
志
」
が
同
じ
な
の
で
あ
り
、「
道
」
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
仮
り
に
陶
淵
明
が
蘇
東
坡
の
生
き
た
世
に
生
ま
れ
合
わ
せ
て
い
た
ら
、
そ
の
も
の
の
見
方
は
我
々
の
知
っ
て
い
る
陶
淵
明
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仮
り
に
、
蘇
東
坡
が
陶
淵
明
の
生
き
た
世
に
生
ま
れ
合
わ
せ
て
い
た
ら
、
そ
の
思
い
の
抱
き
方
は
我
々
の
知
っ
て
い
る
蘇
東
坡
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
孟
子
が
「
曽
子
（
孔
子
の
弟
子
曽
参
）
は
魯
の
武
城
に
住
ん
で
い
た
時
、
越
軍
が
攻
め
て
来
た
の
で
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
弟
子
た
ち
を
連
れ
て
一
旦
逃
げ
、
敵
が
撤
退
し
た
後
で
、
ま
た
武
城
に
も
ど
る
と
い
う
行
動
を
採
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
子
思
（
孔
子
の
孫
、
曽
参
の
弟
子
）
は
衛
国
に
仕
え
て
い
た
時
、
斉
軍
が
攻
め
て
き
た
の
で
、
主
君
と
と
も
に
国
を
守
ろ
う
と
し
、
逃
げ
る
な
ど
と
い
う
行
動
は
採
ら
な
か
っ
た
。
曽
子
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
人
の
師
で
あ
る
曽
子
と
人
の
臣
下
で
あ
る
子
思
と
は
、
立
場
上
や
り
方
が
異
な
っ
て
い
た
ま
で
で
、
そ
の
歩
む
道
は
同
じ
な
の
で
あ
る
。
立
場
が
替
わ
れ
ば
、
二
人
と
も
互
い
が
や
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
を
す
る
は
ず
で
あ
る
」（「
離
婁
章
句
下
」）
と
評
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。詩
を
見
る
だ
け
で
な
く
、古
人
と
い
う
人
物
の
そ
の
「
志
」と
「
道
」
と
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
、
後
世
の
詩
を
論
評
す
る
者
た
ち
は
、
往
々
に
し
て
こ
の
こ
と
を
捨
て
置
き
、
古
人
を
酷
評
す
る
。
つ
ま
り
は
和
陶
詩
一
首
々
々
の
あ
ら
探
し
を
し
、
不
満
を
言
う
こ
と
に
な
る
。
あ
の
一
流
の
評
論
家
劉
克
莊
（
後
村
）
で
さ
え
、「
蘇
東
坡
や
弟
の
蘇
子
由
は
、
得
意
の
時
は
政
権
下
で
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
執
政
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
や
が
て
獄
に
繋
が
れ
南
夷
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
失
意
の
時
が
来
て
、
晩
年
と
な
り
憂
き
目
を
見
る
よ
う
に
な
る
と
、
途
端
に
尽
く
陶
淵
明
の
詩
に
唱
和
す
る
な
ん
て
こ
と
を
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
八
十
日
で
役
人
を
辞
め
た
陶
淵
明
は
、
き
っ
と
許
し
は
し
な
い
だ
ろ
う
」（「
宋
吉
甫
の
和
陶
詩
に
跋
す
」）
と
い
っ
た
議
論
を
吹
っ
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
蘇
東
坡
を
分
か
っ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
陶
淵
明
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
陶
淵
明
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
蘇
東
坡
だ
っ
て
分
か
り
っ
こ
な
い
。
蘇
東
坡
で
な
け
れ
ば
陶
淵
明
に
唱
和
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
蘇
東
坡
以
降
は
じ
め
て
陶
淵
明
に
唱
和
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
蘇
東
坡
の
和
陶
詩
は
、
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
や
は
り
唱
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
余
既
輯
『
陶
詩
彙
評
』、
因
不
能
忘
懷
於
和
陶
之
什
、
遂
按
陶
詩
次
序
、
而
遞
録
之
、
用
資
誦
覽
。
復
考
向
之
注
蘇
詩
者
多
、
分
和
陶
爲
一
類
。
若
「
王
氏
本
」、「
施
氏
原
本
」、
「
宋
氏
刪
補
本
」、
及
「
査
氏
」、「
樊
氏
」
等
本
、
皆
爲
精
當
。
其
餘
諸
家
可
採
者
、
復
不
可
枚
舉
、
而
近
世
「
馮
氏
合
註
」、
則
又
集
諸
家
之
大
成
、
最
稱
詳
備
。
暇
因
悉
心
考
訂
、
於
毎
篇
毎
句
、
分
列
諸
注
、
其
不
見
於
和
陶
、
已
見
前
注
者
、
仍
照
注
蘇
體
例
、
標
明
某
氏
、
收
入
句
下
、
以
昭
一
律
、
名
曰
「
合
箋
」。
箋
者
何
也
、
義
亦
「
注
」
也
。
以
蘇
之
全
集
有
「
合
注
」
之
名
、
故
不
敢
専
言
「
注
」、
而
但
云
「
箋
」
也
。
餘
於
篇
末
、
毎
綴
評
語
、
謬
參
鄙
見
、
而
不
及
言
「
評
」
者
、
以
蘇
詩
泉
源
萬
斛
、
取
材
最
富
。
所
重
在
箋
、
不
重
乎
評
也
。
或
曰
「
然
則
是
箋
也
、
毋
亦
創
乎
。」
余
曰
「
東
坡
和
陶
、
既
創
於
前
、余
和
陶
之
箋
、安
可
不
繼
於
後
。要
皆
一
蘇
詩
耳
。諸
家
林
立
、何
憚
一
箋
。『
箋
』
固
由
『
注
』
而
出
者
也
。
又
何
創
之
有
哉
。」
於
是
序
、
而
書
之
。
嘉
慶
丙
寅
臘
月
八
日
、
謙
山
温
汝
能
謹
譔
。
（
余
既
に
『
陶
詩
彙
評
』
を
輯
め
ば
、
因
つ
て
懐
ひ
を
和
陶
の
什
に
忘
る
る
能
は
ず
、
遂
あ
に
陶
詩
の
次
序
を
按
じ
、
逓
ひ
に
之
を
録
し
て
、
用
つ
て
誦
覧
に
資
す
。
復
た
之
に
向
け
て
蘇
詩
に
注
す
る
者
の
多
き
を
考
へ
、和
陶
を
分
か
ち
て
一
類
と
為
す
。「
王
氏
本
」、「
施
氏
原
本
」、「
宋
氏
刪
補
本
」、
及
び
「
査
氏
」、「
樊
氏
」
等
の
本
の
ご
と
き
、
皆
精
当
と
為
す
。
其
の
餘
の
諸
家
の
採
る
べ
き
者
は
、
復
た
枚
挙
す
べ
か
ら
ざ
る
も
、
而
も
近
世
の
「
馮
氏
合
註
」は
、則
ち
又
た
諸
家
を
集
む
る
の
大
成
な
れ
ば
、最
も
詳
備
な
り
と
称
す
。
暇
あ
り
因
つ
て
心
を
考
訂
に
悉
く
し
、
毎
篇
毎
句
に
於
い
て
、
分
か
ち
て
諸
注
を
列
ね
、
四
頁
其
の
和
陶
に
見
え
ず
し
て
、
已
に
前
注
に
見
ゆ
る
者
は
、
仍
よ
り
蘇
に
注
す
る
の
体
例
に
照
ら
し
、
某
氏
な
る
か
を
標
明
し
、
収
め
て
句
下
に
入
れ
、
以
て
昭
ら
か
に
す
る
こ
と
一
律
、
名
づ
け
て
「
合
箋
」
と
曰
ふ
。「
箋
」
と
は
何
ぞ
や
、
義
は
亦
た
「
注
」
な
り
。
蘇
の
全
集
に
「
合
注
」
の
名
有
る
を
以
て
、
故
に
敢
て
専
ら
は
「
注
」
と
言
は
ず
、
而
し
て
但
だ
「
箋
」
と
の
み
云
ふ
な
り
。
餘
は
篇
末
に
於
い
て
、
評
語
を
綴
る
ご
と
に
、
謬
り
て
鄙
見
を
参
じ
へ
、
而
し
て
「
評
」
と
言
ふ
に
及
ば
ざ
る
は
、
蘇
詩
の
泉
源
万
斛
、
取
材
最
ま
も
富
む
を
以
て
す
る
な
り
。
重
ん
ず
る
所
は
箋
す
る
に
在
り
、
評
す
る
を
重
ん
ぜ
ざ
る
な
り
。
或
る
ひ
と
曰
は
く
「
然
れ
ば
則
ち
是
の
箋
な
る
や
、
亦
た
創
め
な
る
毋
か
ら
ん
か
」
は
じ
と
。
余
曰
は
く
「
東
坡
の
和
陶
、
既
に
前
に
創
む
れ
ば
、
余
の
和
陶
の
箋
、
安
ん
ぞ
後
を
は
じ
継
が
ざ
る
べ
け
ん
や
。
要
は
皆
一
蘇
詩
な
る
の
み
。
諸
家
林
立
す
れ
ば
、
何
ぞ
一
た
び
箋
す
る
を
憚
ら
ん
。『
箋
』
は
固
よ
り
『
注
』
よ
り
し
て
出
づ
る
者
な
り
。
又
た
何
の
創
め
は
じ
か
之
れ
有
ら
ん
や
」と
。是
に
於
い
て
序
し
、而
し
て
之
を
書
す
。嘉
慶
丙
寅
臘
月
八
日
、
謙
山
温
汝
能
謹
ん
で
撰
す
。）
私
は
自
著
『
陶
詩
彙
評
』
を
編
輯
し
終
わ
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
和
陶
詩
も
読
み
た
い
思
い
が
消
え
ず
、
そ
の
ま
ま
陶
淵
明
の
詩
の
編
次
順
に
蘇
東
坡
の
和
陶
詩
を
一
首
々
々
添
え
て
採
録
し
、
読
解
の
助
け
と
し
た
。
そ
し
て
、「
和
陶
詩
」
に
注
目
し
て
蘇
東
坡
の
詩
に
施
注
す
る
者
が
多
い
こ
と
を
勘
案
し
、
蘇
東
坡
詩
集
か
ら
和
陶
詩
を
独
立
さ
せ
、
そ
れ
で
一
つ
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
施
注
に
用
い
た
「
王
氏
本
」（
元
の
梅
渓
先
生
王
状
元
集
「
百
家
註
分
類
」
本
）、
「
施
氏
原
本
」（
宋
の
施
元
之
（
顧
）「
原
注
」
本
、「
施
顧
原
註
」
本
）、「
宋
氏
刪
補
本
」
（
清
の
宋
牧
仲
（
犖
）
所
刊
「
刪
補
施
註
」
本
、「
施
註
刪
補
」
本
）、
お
よ
び
「
査
氏
本
」（
清
の
査
愼
行
「
補
註
」
本
）、「
樊
氏
本
」（
清
の
樊
濳
菴
「
海
外
集
」
本
）
等
は
、
ど
れ
も
精
確
で
あ
る
。
そ
の
他
、
参
照
す
べ
き
注
釈
者
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
「
馮
氏
合
註
」（
清
の
馮
星
實
輯
訂
『
蘇
文
忠
公
詩
合
註
』）
は
、
多
く
の
注
釈
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
も
詳
細
で
完
備
し
て
い
る
。
私
は
職
を
辞
し
た
暇
の
つ
い
で
に
そ
れ
ら
の
校
訂
に
心
を
傾
け
、
一
首
々
々
和
陶
詩
の
各
句
ご
と
に
そ
れ
ら
の
注
を
施
し
、
和
陶
詩
の
注
に
は
見
え
な
く
て
も
、
そ
れ
よ
り
も
前
の
詩
に
は
見
え
る
注
が
あ
れ
ば
、
蘇
東
坡
の
詩
に
施
注
す
る
体
裁
に
則
っ
て
、
誰
の
注
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
各
句
ご
と
に
収
録
し
、
一
律
不
明
な
点
が
無
い
よ
う
に
し
、
「
合
箋
」
と
名
づ
け
た
。
「
箋
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
と
言
え
ば
、「
注
で
あ
る
」
と
言
っ
て
も
好
い
。
蘇
東
坡
集
の
中
に
『
蘇
詩
合
注
』（
馮
星
實
の
『
蘇
文
忠
公
詩
合
註
』）
と
い
う
名
が
す
で
に
有
る
の
で
、「
注
」
と
い
う
言
い
方
で
通
さ
ず
、
た
だ
「
箋
」
と
言
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
外
、
各
詩
篇
の
末
尾
に
評
語
を
付
け
、
筋
違
い
も
好
い
こ
と
に
そ
の
つ
ど
吾
が
鄙
見
を
加
え
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
し
て
置
き
な
が
ら
も
、「
評
」
と
言
わ
な
か
っ
た
の
は
、
蘇
東
坡
の
詩
が
汲
み
尽
く
せ
な
い
泉
源
の
よ
う
で
あ
り
、
題
材
も
豊
富
に
過
ぎ
て
批
評
し
切
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
箋
注
を
施
す
こ
と
で
あ
り
、
批
評
に
は
重
き
を
置
い
て
い
な
い
。
あ
る
人
が
、「
で
は
、
あ
な
た
の
箋
注
は
、
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
出
来
上
が
っ
て
は
い
な
い
か
」
と
言
っ
た
の
で
、
私
は
、「
昔
か
ら
『
前
に
創
り
、
後
に
継
ぐ
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
独
自
の
創
意
創
見
で
も
あ
る
蘇
東
坡
の
『
和
陶
詩
』
が
す
で
に
先
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
私
の
『
和
陶
合
箋
』
が
後
を
継
が
な
い
訳
に
行
き
ま
し
ょ
う
や
。
要
は
、
私
の
も
含
め
て
一
つ
の
蘇
東
坡
の
詩
で
し
か
な
い
の
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
が
和
陶
詩
に
注
を
施
し
て
い
ま
す
か
ら
、
今
さ
ら
ち
ょ
っ
と
箋
注
を
施
し
た
と
こ
ろ
で
、
何
の
憚
り
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。『
箋
』
は
も
と
も
と
『
注
』
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
し
て
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
出
来
て
い
る
等
と
言
え
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
た
。
と
い
う
こ
と
で
序
文
を
作
り
、
以
上
を
書
き
留
め
て
置
き
た
い
。
清
の
嘉
慶
十
一
年（
一
八
〇
六
年
）八
月
、謙
山
居
士
こ
と
温
汝
能
、謹
ん
で
編
輯
す
。
附
論
一
こ
の
序
文
で
温
汝
能
は
、
孟
子
の
「
同
道
易
地
」
説
を
批
評
方
法
に
適
用
し
、
蘇
東
坡
「
和
陶
詩
」
を
、
そ
の
背
景
と
な
る
陶
淵
明
と
そ
れ
を
模
倣
す
る
蘇
東
坡
自
身
の
両
方
の
詩
お
よ
び
そ
の
「
為
人
」
す
な
わ
ち
人
物
を
併
せ
見
る
読
み
方
を
（
両
者
の
相
違
点
で
は
な
く
、
共
通
点
を
探
し
出
す
べ
く
読
む
読
み
方
を
）
要
請
し
て
い
る
。
五
頁
そ
れ
を
例
え
ば
、
蘇
東
坡
「
陶
淵
明
の
『
園
田
の
居
に
帰
る
』
に
和
す
」
六
首
の
其
一
に
対
し
て
適
用
し
て
み
る
と
、
原
唱
の
陶
淵
明
「
園
田
の
居
に
帰
る
」
六
首
の
其
一
が
、
歸
園
田
居
六
首
之
一
陶
淵
明
少
無
適
俗
韻
少
く
し
て
俗
に
適
ふ
の
韻
無
く
性
本
愛
丘
山
性
は
本
よ
り
丘
山
を
愛
す
誤
落
塵
網
中
誤
つ
て
塵
網
の
中
に
落
ち
一
去
三
十
年
一
た
び
去
る
こ
と
三
十
年
覊
鳥
戀
舊
林
覊
鳥
は
旧
林
を
恋
ひ
池
魚
思
故
淵
池
魚
は
故
淵
を
思
ふ
開
荒
南
野
際
荒
れ
た
る
を
南
野
の
際
に
開
か
ん
と
守
拙
歸
園
田
拙
を
守
り
て
園
田
に
帰
る
方
宅
十
餘
畝
方
宅
は
十
餘
畝
草
屋
八
九
間
草
屋
は
八
九
間
楡
柳
蔭
後
園
楡
柳
は
後
園
に
蔭
り
桃
李
羅
堂
前
桃
李
は
堂
前
に
羅
な
る
曖
曖
遠
人
村
曖
々
た
り
遠
人
の
村
依
依
墟
里
烟
依
々
た
り
墟
里
の
烟
狗
吠
深
巷
中
狗
は
深
巷
の
中
に
吠
え
鷄
鳴
桑
樹
巓
鶏
は
桑
樹
の
巓
き
に
鳴
く
戸
庭
無
塵
雜
戸
庭
に
塵
雑
無
く
虚
室
有
餘
閑
虚
室
に
餘
閑
有
り
久
在
樊
籠
裏
久
し
く
樊
籠
の
裏
に
在
る
も
復
得
返
自
然
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
と
詠
む
と
こ
ろ
を
、
蘇
東
坡
は
、
和
歸
園
田
居
六
首
之
一
蘇
軾
環
州
多
白
水
州
を
環
り
て
白
水
多
く
際
海
皆
蒼
山
海
に
際
し
て
皆
蒼
山
以
彼
無
盡
景
彼
の
無
尽
の
景
を
以
て
寓
我
有
限
年
我
が
有
限
の
年
を
寓
す
東
家
著
孔
丘
東
家
は
孔
丘
著
き
西
家
著
顔
淵
西
家
は
顔
淵
著
く
市
爲
不
二
價
市
は
価
を
二
に
せ
ず
農
爲
不
爭
田
農
は
田
を
争
は
ず
周
公
與
管
蔡
周
公
と
管
と
蔡
と
は
恨
不
茅
三
間
茅
三
間
な
ら
ざ
る
を
恨
む
我
飽
一
飯
足
我
は
一
飯
の
足
る
に
飽
き
薇
蕨
補
食
前
薇
蕨
を
ば
食
を
前
に
補
ふ
門
生
餽
薪
米
門
生
は
薪
米
を
餽
り
お
く
救
我
厨
無
烟
我
が
厨
に
煙
無
き
を
救
ふ
斗
酒
與
隻
鷄
斗
酒
と
隻
鶏
と
酣
歌
餞
華
顛
酣
歌
華
顛
に
餞
け
す
禽
魚
豈
知
道
禽
魚
豈
に
道
を
知
ら
ん
や
我
適
物
自
閑
我
適
へ
ば
物
も
自
ら
閑
か
な
り
悠
悠
未
必
爾
悠
々
た
る
は
未
だ
必
ず
し
も
爾
ら
ざ
る
も
し
か
聊
樂
我
所
然
些
か
我
が
然
る
所
を
楽
し
ま
ん
と
詠
ん
で
、
和
韻
し
て
い
る
。
一
見
、
押
韻
（
下
平
声
一
「
先
」
韻
）
以
外
の
、
原
唱
の
何
に
和
し
て
い
る
の
か
が
分
か
り
に
く
く
、
蘇
東
坡
自
身
は
唱
和
詩
だ
と
は
言
っ
て
い
て
も
、
実
は
蘇
東
坡
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
出
て
く
る
。
あ
る
い
は
「（
陶
淵
明
の
）『
園
田
の
居
に
帰
る
』
に
和
す
」
と
称
す
る
詩
題
を
外
し
て
し
ま
え
ば
、
蘇
東
坡
が
左
遷
地
恵
州
の
生
活
環
境
を
、
そ
の
土
地
に
は
儒
家
的
な
人
情
も
あ
り
、
住
ん
で
み
て
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は
な
い
、
と
だ
け
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
六
頁
が
し
か
し
、
蘇
東
坡
が
唱
和
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
両
詩
は
明
ら
か
に
通
じ
合
っ
て
い
る
、と
温
汝
能
は
見
る
。そ
れ
は
何
か
と
言
え
ば
、両
詩
の
（
差
異
で
は
な
く
）
共
通
点
を
見
出
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
見
え
て
来
る
。
ま
ず
唱
和
す
る
際
の
原
則
で
あ
る
論
理
構
成
を
見
る
と
（
註
４
）、
世
俗
か
ら
解
放
さ
れ
、
閑
適
な
生
活
環
境
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
自
ら
を
、
両
詩
と
も
に
詠
ん
で
い
る
。
次
い
で
そ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
政
事
の
圧
力
か
ら
些
か
で
も
解
き
放
た
れ
、
本
来
の
自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
陶
淵
明
は
自
ら
役
人
を
辞
し
て
田
畑
に
隠
棲
し
て
い
る
老
い
の
身
で
あ
り
、
蘇
軾
は
左
遷
の
身
に
在
る
官
僚
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
両
者
は
置
か
れ
て
い
る
立
場
こ
そ
全
く
異
な
る
も
の
の
、
人
生
こ
こ
に
来
て
閑
適
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
我
が
本
性
を
取
り
戻
す
機
会
と
場
所
と
を
得
た
と
す
る
思
い
は
両
者
共
通
し
て
い
る
。
蘇
東
坡
の
言
う
「
古
人
に
追
和
す
」
と
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
詩
を
そ
の
よ
う
に
構
築
す
べ
く
唱
和
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
、
と
温
汝
能
は
見
る
。
両
者
は
一
見
そ
れ
ぞ
れ
の
在
り
方
を
詠
ん
で
い
る
か
に
思
え
て
、
実
は
同
じ
（
極
め
て
類
似
し
た
）
論
理
と
、
同
じ
（
極
め
て
類
似
し
た
）
思
い
と
で
詠
ん
で
い
る
（
蘇
東
坡
が
そ
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
）。
そ
こ
に
浮
き
上
が
る
も
の
こ
そ
が
時
代
を
越
え
て
両
者
相
感
通
す
る
「
道
」で
あ
り
、「
創
な
り
と
雖
も
、
而
も
創
に
非
ざ
る
な
り
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
温
汝
能
は
言
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
蘇
東
坡
は
、「
古
人
に
追
和
」
し
た
者
は
自
分
以
前
に
い
な
い
と
言
う
。
確
か
に
蘇
東
坡
以
前
に
「
和
陶
詩
」
と
題
す
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
（
註
５
）。
が
し
か
し
、
近
年
、
石
川
先
生
に
よ
り
、
劉
宋
の
謝
霊
運
（
三
八
五
－四
三
三
）
の
「
始
寧
墅
に
過
ぎよ
る
」詩
が
、陶
淵
明（
三
六
九
四
二
七
）の
こ
の「
園
田
の
居
に
帰
る
」詩
の
和
韻（「
年
」
－
「
山
」「
巓
」
…
…
」
＝
下
平
声
一
「
先
」
韻
に
よ
る
依
韻
）
詩
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
註
６
）。
過
始
寧
墅
謝
靈
運
束
髪
懐
耿
介
束
髪
し
て
よ
り
耿
介
を
懐
き
逐
物
遂
推
遷
物
を
逐
つ
て
遂
に
推
遷
す
違
志
似
如
昨
志
に
違
ふ
は
昨
ふ
の
ご
と
き
に
似
た
る
も
き
の
二
紀
及
茲
年
二
紀
に
し
て
茲
の
年
に
及
べ
り
こ
緇
磷
謝
淸
曠
緇
ず
み
磷
れ
て
清
曠
を
謝
り
く
ろ
う
す
さ
疲
薾
慙
貞
堅
疲
れ
薾
ま
れ
ば
貞
堅
に
慙
づ
き
は
拙
疾
相
倚
薄
拙
き
と
疾
ひ
と
相
倚
り
薄
ま
る
に
せ
還
得
靜
者
便
還
た
静
者
の
便
を
得
た
り
（
註
７
）
ま
剖
竹
守
滄
海
竹
を
剖
り
て
滄
海
に
守
た
り
わ
枉
帆
過
舊
山
帆
を
枉
げ
て
旧
山
に
過
ぎ
る
山
行
窮
登
頓
山
行
し
て
登
り
頓
り
を
窮
め
く
だ
水
渉
盡
洄
沿
水
渉
し
て
洄
り
沿
り
を
尽
く
す
の
ぼ
く
だ
岩
峭
嶺
稠
疊
岩
は
嶺
に
峭
し
く
し
て
稠
畳
と
し
け
は
洲
縈
渚
連
綿
洲
は
渚
を
縈
ら
し
て
連
綿
た
り
白
雲
抱
幽
石
白
雲
は
幽
石
を
抱
き
緑
篠
媚
淸
漣
緑
篠
は
清
漣
に
媚
ぶ
葺
宇
臨
廻
江
宇
を
葺
き
な
ほ
し
て
廻
れ
る
江
に
臨
み
築
觀
基
曾
巓
観
を
築
き
な
ほ
し
て
曽
な
れ
る
巓
に
基
す
か
さ
揮
手
告
郷
曲
手
を
揮
ひ
て
郷
曲
に
告
ぐ
三
載
期
歸
旋
三
載
に
し
て
帰
旋
す
る
を
期
す
と
且
爲
樹
枌
檟
且
つ
為
に
枌
檟
を
樹
う
れ
ば
う
無
令
孤
願
言
願
言
ひ
に
孤
か
し
む
る
こ
と
無
か
れ
と
ね
が
そ
む
謝
霊
運
は
永
初
三
年
（
四
二
二
）
七
月
、
意
に
反
し
て
都
の
建
康
（
南
京
）
か
ら
永
嘉
郡（
浙
江
省
）の
太
守
に
赴
任
さ
せ
ら
れ
る
に
際
し
、故
郷
の
浙
江
省
始
寧
県（
会
稽
郡
）
の
別
墅
に
立
ち
寄
り
、
こ
の
詩
を
物
し
て
い
る
。
背
景
に
は
、
こ
の
度
の
赴
任
が
「
志
に
違
ふ
」
状
況
下
に
在
る
こ
と
が
詠
ま
れ
る
が
、
そ
の
さ
い
口
に
す
る
「
静
者
の
便
を
得
」
と
は
、
老
子
の
「
根
に
帰
す
る
を
静
と
曰
ふ
」
を
踏
ま
え
、
永
嘉
郡
に
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
我
が
根
本
に
立
ち
返
る
機
会
七
頁
を
得
た
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
故
郷
の
佳
さ
を
改
め
て
確
認
し
、
三
年
後
に
任
期
が
満
ち
た
あ
か
つ
き
に
は
必
ず
こ
こ
に
戻
っ
て
来
て
隠
棲
し
、
清
曠
貞
堅
な
る
我
が
本
性
を
取
り
戻
す
の
だ
と
誓
っ
て
い
る
（
詩
に
詠
ん
で
い
る
）。
謝
霊
運
は
そ
の
よ
う
な
自
ら
の
状
況
下
で
、
同
時
代
の
先
輩
格
に
当
た
る
陶
淵
明
の
「
志
」
に
同
類
を
感
じ
、「
園
田
の
居
に
帰
る
」
詩
に
和
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
、
温
汝
能
風
に
孟
子
の
「
同
道
易
地
」
説
を
適
用
さ
せ
て
言
え
ば
、
一
方
は
田
園
に
隠
退
し
て
乞
食
す
る
老
農
、
片
や
武
人
政
治
に
よ
っ
て
地
方
に
放
逐
さ
れ
る
（
や
が
て
は
刑
死
さ
せ
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
）
貴
族
の
御
曹
司
、
同
時
代
に
在
っ
て
立
場
こ
そ
違
え
、謝
霊
運
は
陶
淵
明
の
意
気
に
感
じ
、政
事
の
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
す
る「
志
」
で
繋
が
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
謝
霊
運
の
こ
の
詩
が
陶
淵
明
へ
の
和
韻
詩
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
原
唱
と
の
比
較
に
於
い
て
読
ま
れ
る
こ
と
で
始
め
て
唱
和
す
る
詩
人
の
思
い
も
見
え
て
く
る
。
謝
霊
運
は
単
に
故
郷
の
山
水
が
明
媚
で
あ
る
か
ら
引
退
後
の
隠
棲
に
適
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
謝
霊
運
の
「
始
寧
の
墅
」
は
、
陶
淵
明
の
「
園
田
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
陶
淵
明
に
と
っ
て
の
「
園
田
」
と
い
う
場
所
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
（
両
者
の
居
場
所
は
、
極
め
て
類
似
し
て
い
る
）、
と
の
読
み
が
温
如
能
の
説
に
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
る
。
謝
霊
運
は
し
か
し
（
余
談
で
は
あ
る
が
）、
元
の
方
回
（
虚
谷
）
が
「
靈
運
は
才
高
く
気
鋭
く
、
積
む
に
参
ぜ
ざ
る
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
時
政
為
に
恨
み
、
遂
に
顛
沛
を
致
す
と
云
ふ
」（
靈
運
…
…
才
高
氣
鋭
、
積
以
不
參
、
時
政
爲
恨
、
遂
致
顛
沛
云
。「
文
選
顔
鮑
謝
詩
評
」）
と
言
う
よ
う
に
、
そ
の
才
気
を
自
ら
負
っ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
結
局
は
陶
淵
明
に
似
る
こ
と
な
く
、「
願
言
ひ
に
孤
き
」、
棄
市
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
後
世
の
ね
が
そ
む
蘇
東
坡
の
よ
う
に
は
、
謝
霊
運
は
實
生
活
の
中
に
ま
で
は
陶
淵
明
と
い
う
人
物
を
取
り
込
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
と
す
る
の
は
、
や
は
り
「
古
人
に
追
和
す
る
は
、
則
ち
吾
に
始
ま
る
」
と
自
負
す
る
蘇
東
坡
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
温
汝
能
に
依
れ
ば
、
文
学
史
上
に
於
け
る
模
倣
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
人
と
人
を
文
学
（
詩
）
が
そ
の
よ
う
に
繋
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
附
論
二
以
上
の
よ
う
な
詠
み
方
を
す
る
「
古
人
に
追
和
」
す
る
例
は
、
実
は
蘇
東
坡
以
前
に
も
ま
だ
幾
つ
か
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
し
和
韻
詩
で
は
な
く
、
蘇
東
坡
の
言
う
「
古
人
に
『
擬
古
』
の
作
有
り
」
の
一
つ
に
当
た
る
、
い
わ
ゆ
る
「
擬
古
」
詩
で
あ
る
が
、
例
え
ば
唐
の
李
白
の
「
擬
古
十
二
首
」
詩
の
其
十
は
、
擬
古
十
二
首
之
十
李
白
仙
人
騎
綵
鳳
仙
人
綵
鳳
に
騎
りの
昨
下
閬
風
岑
昨
ふ
下
る
閬
風
の
岑
き
の
ら
う
ふ
う
海
水
三
淸
淺
海
水
三
た
び
清
く
浅
く
桃
源
一
見
尋
桃
源
一
た
び
の
み
尋
ね
ら
る
遺
我
緑
玉
盃
我
に
遺
る
緑
玉
の
盃
お
く
兼
之
紫
瓊
琴
之
れ
に
兼
ぬ
紫
瓊
の
琴
し
け
い
盃
以
傾
美
酒
盃
は
以
て
美
酒
を
傾
け
琴
以
閑
素
心
琴
は
以
て
素
心
を
閑
か
に
す
の
ど
二
物
非
世
有
二
物
は
世
に
有
る
も
の
に
非
ず
何
論
珠
與
金
何
ぞ
珠
か
金
か
を
論
ぜ
ん
や
琴
彈
松
裡
風
琴
は
松
裡
の
風
に
弾
き
盃
勸
天
上
月
盃
は
天
上
の
月
に
勧
む
風
月
長
相
知
風
と
月
は
長
く
相
知
る
に
世
人
何
倏
忽
世
人
何
ぞ
倏
忽
た
る
や
と
詠
み
、
古
に
擬
し
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
従
来
、「
何
に
擬
す
る
か
を
知
ら
ず
。
句
は
『
長
歌
行
』
に
似
た
り
」（「
不
知
何
擬
。
句
似
『
長
歌
行
』」）（
註
８
）註
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
古
楽
府
の
「
長
八
頁
歌
行
」
に
似
て
い
る
が
、
何
に
擬
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
原
唱
は
分
か
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
李
白
が
「
擬
古
」
と
明
言
し
て
い
る
以
上
、
や
は
り
原
唱
は
有
る
。
そ
れ
は
他
で
も
な
い
、
後
漢
の
「
古
詩
十
九
首
」
の
其
十
八
、
古
詩
十
九
首
之
十
八
無
名
氏
客
從
遠
方
來
客
遠
方
よ
り
来
た
り
遺
我
一
端
綺
我
に
遺
る
一
端
の
綺
お
く
相
去
萬
餘
里
相
去
る
こ
と
万
餘
里
故
人
心
尚
爾
故
人
心
は
尚
ほ
爾
か
り
し
文
綵
雙
鴛
鴦
文
綵
は
双
の
鴛
鴦
つ
が
ひ
裁
爲
合
歡
被
裁
ち
て
合
歓
の
被
と
為
す
ふ
す
ま
著
以
長
相
思
著
く
る
に
長
く
相
思
ふ
を
以
て
し
縁
以
結
不
解
縁
ど
る
に
結
び
て
解
け
ず
を
以
て
す
以
膠
投
漆
中
膠
を
以
て
漆
の
中
に
投
ず
れ
ば
誰
能
別
離
此
誰
か
能
く
此
れ
を
別
け
離
れ
し
め
ん
や
で
あ
る
。
原
唱
と
な
る
こ
の
詩
は
、「
客
」（
旅
人
）
が
遠
方
か
ら
や
っ
て
来
て
、
私
に
鴛
鴦
の
模
様
の
あ
る
「
綺
」（
絹
織
物
）
を
届
け
て
く
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
遠
く
離
れ
て
久
し
い
我
が
愛
す
る
人
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
り
、
私
は
二
人
の
仲
を
さ
ら
に
固
め
た
い
が
た
め
に
、
そ
の
贈
り
物
で
「
合
歓
」
の
ふ
す
ま
を
作
り
、
今
後
も
信
頼
関
係
を
堅
持
し
続
け
る
の
だ
、
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
李
白
は
、
例
に
よ
っ
て
、
仙
人
が
鳳
凰
の
背
に
乗
り
仙
山
の
峰
か
ら
舞
い
降
り
て
来
て
、
私
に
杯
と
お
ま
け
に
琴
ま
で
く
れ
た
の
だ
が
、
何
千
年
に
一
度
っ
切
り
の
稀
な
事
ゆ
え
、
私
は
今
後
そ
れ
で
月
を
相
手
に
酒
を
飲
み
、
松
風
を
相
手
に
歌
を
唱
う
の
だ
、
と
詠
ん
で
い
る
の
で
、
一
見
原
唱
か
ら
か
け
離
れ
、
李
白
独
自
の
創
意
創
見
だ
け
で
出
来
て
い
る
か
に
見
え
て
し
ま
う
。
原
唱
の
な
い
擬
古
詩
と
看
做
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
所
為
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
例
え
ば
、
謝
霊
運
の
族
弟
で
あ
る
劉
宋
の
謝
惠
連
（
三
九
七
－四
三
三
）
の
従
来
型
の
「
代
古
」
詩
（
一
に
「
擬
客
從
遠
方
來
」
に
作
る
）、
代
古
謝
惠
連
客
從
遠
方
來
客
遠
方
よ
り
来
た
り
贈
我
鵠
文
綾
我
に
贈
る
鵠
文
の
綾
貯
以
相
思
篋
貯
ふ
る
に
相
思
の
篋
を
以
て
し
緘
以
同
心
繩
緘
づ
る
に
同
心
の
縄
を
以
て
す
裁
爲
親
身
服
裁
ち
て
親
身
の
服
と
為
し
著
以
倶
寢
興
著
く
る
に
倶
に
寢
ぬ
の
興
を
以
て
す
別
來
經
年
歳
別
れ
て
よ
り
来
の
か
た
年
歳
を
経
る
も
歡
心
不
可
凌
歓
心
は
凌
ぐ
べ
か
ら
ず
瀉
酒
置
井
中
酒
を
瀉
ぎ
て
井
の
中
に
置
け
ば
誰
能
辨
斗
升
誰
か
能
く
斗
か
升
か
を
弁
ぜ
ん
や
合
如
杯
中
水
合
す
る
こ
と
杯
の
中
の
水
の
ご
と
く
す
れ
ば
誰
能
判
淄
澠
誰
か
能
く
淄
の
み
づ
か
澠
の
み
づ
か
を
判
か
た
ん
や
わ
で
あ
れ
ば
、「
客
」（
旅
人
）
が
遠
方
か
ら
や
っ
て
来
て
、
私
に
「
綾
」（
綾
絹
）
を
届
け
て
く
れ
た
の
だ
が
、そ
れ
は
遠
く
離
れ
て
久
し
い
我
が
愛
す
る
人
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
り
、
私
は
そ
れ
を
「
相
思
ひ
、
心
を
同
じ
う
す
」
の
名
の
あ
る
入
れ
物
に
保
管
し
、
今
後
そ
れ
で
肌
着
や
共
寝
の
寝
具
を
作
り
、
今
後
も
信
頼
関
係
を
堅
持
し
続
け
る
の
だ
、
と
詠
ん
で
い
て
、
蘇
東
坡
の
所
謂
「
古
人
に
『
擬
古
』
の
作
有
り
」
の
典
型
で
も
あ
り
、
詩
の
素
材
も
詠
み
方
も
原
唱
と
極
め
て
類
似
し
、
す
ぐ
に
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
八
に
擬
し
て
い
る
と
分
か
る
。
し
か
し
李
白
の
は
、
そ
れ
と
分
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
今
、
温
汝
能
の
説
に
沿
い
、
原
唱
と
李
白
両
者
の
（
差
異
・
相
違
で
は
な
く
）
共
通
点
を
見
出
だ
す
べ
く
、
思
う
相
手
か
ら
物
を
贈
ら
れ
、
受
け
取
り
、
大
切
に
し
、
相
手
の
心
変
わ
り
を
疑
わ
ず
、
仲
を
い
っ
そ
う
固
め
て
行
こ
う
と
詠
む
論
理
構
成
に
着
目
し
て
読
解
す
れ
ば
、両
者
は
や
は
り
相
感
通
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。
李
白
も
や
は
り
無
名
氏
や
謝
惠
連
と
そ
っ
く
り
で
、「
仙
人
が
鳳
凰
に
跨
り
、
き
の
う
、
、
、
、
九
頁
仙
界
の
閬
風
山
か
ら
降
り
て
来
た
。
大
海
が
干
上
が
っ
て
三
た
び
桑
田
に
変
わ
り
、
桃
花
ろ
う
ふ
う
源
が
た
っ
た
一
度
だ
け
人
を
招
待
し
て
く
れ
る
程
の
出
来
事
。
そ
の
仙
界
か
ら
の
使
い
は
私
に
緑
玉
製
の
杯
と
、
お
ま
け
に
紫
の
瓊
を
嵌
め
込
ん
だ
琴
を
届
け
て
く
れ
た
。
な
ら
ば
た
ま
私
は
そ
の
杯
で
こ
の
上
な
い
美
酒
を
酌
み
、
そ
の
琴
で
偽
り
の
無
い
我
が
心
の
閑
適
を
唱
お
う
。
そ
う
よ
こ
の
二
つ
の
贈
り
物
は
俗
世
に
は
存
在
し
な
い
も
の
、
そ
れ
ら
が
珠
で
出
来
て
い
よ
う
が
金
で
出
来
て
い
よ
う
が
関
係
な
い
。
琴
は
風
の
奏
で
る
松
籟
と
合
わ
せ
て
弾
き
、
杯
酒
は
天
上
の
月
に
勧
め
よ
う
。
仙
界
の
も
の
で
あ
る
風
や
月
こ
そ
永
遠
に
心
変
わ
り
が
無
く
、
当
て
に
な
ら
ぬ
俗
界
の
人
々
と
は
大
違
い
な
の
だ
か
ら
」
と
、
独
創
的
に
、
、
、
、
擬
し
て
い
る
。
温
汝
能
の
言
う
よ
う
に
孟
子
の
「
同
道
易
地
」
説
を
適
用
し
、
後
漢
の
無
名
氏
は
主
君
か
ら
遠
く
隔
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
忠
臣
、
片
や
李
白
は
自
称
仙
界
か
ら
俗
界
に
逐
わ
れ
た
謫
仙
人
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
下
に
在
っ
て
思
う
相
手
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
一
抹
の
不
安
を
払
拭
し
た
い
と
い
う
願
い
は
両
者
共
通
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
捉
え
れ
ば
、
李
白
が
無
名
氏
と
通
じ
合
い
、
そ
の
「
志
」
な
り
「
道
」
な
り
を
自
ら
の
立
場
で
表
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
見
え
て
く
る
。
温
汝
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
読
み
を
要
請
す
る
の
で
は
な
い
か
。
模
倣
詩
は
決
し
て
「
創
」
す
な
わ
ち
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
だ
け
で
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
古
典
（
古
人
）
と
の
関
係
性
に
於
い
て
始
め
て
成
立
す
る
。
そ
こ
に
は
古
人
と
同
じ
（
あ
る
い
は
類
似
し
た
）「
志
」
な
り
「
道
」
な
り
を
持
つ
今
人
が
居
る
。
模
倣
で
あ
る
以
上
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
蘇
東
坡
や
謝
霊
運
は
自
ら
を
陶
淵
明
の
よ
う
に
見
て
く
れ
る
よ
う（
読
ん
で
く
れ
る
よ
う
）願
い
、李
白
や
謝
惠
連
も
自
ら
を「
古
詩
十
九
首
」
の
作
者
の
よ
う
に
見
て
く
れ
る
よ
う（
読
ん
で
く
れ
る
よ
う
）願
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
温
汝
能
の
要
請
す
る
読
み
に
応
え
ら
れ
る
模
倣
詩
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
中
に
も
古
典
を
意
図
的
に
色
濃
く
遺
す
（
活
か
す
）
文
学
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
蘇
東
坡
「
和
陶
詩
」
は
、
そ
の
中
に
陶
淵
明
が
同
居
し
て
お
り
、
陶
淵
明
を
知
ら
ず
し
て
読
む
こ
と
は
決
し
て
出
来
な
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
手
の
作
品
は
、
模
倣
と
唱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
重
層
的
な
解
釈
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
註
１
、
陸
機
や
江
淹
の
模
倣
詩
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
高
橋
和
己
「
陸
機
の
伝
記
と
そ
の
文
学
」、
同
「
江
淹
の
文
学
」
が
論
じ
て
い
る
（『
高
橋
和
己
作
品
集
』
９
「
中
国
文
学
論
集
」
所
収
、
一
九
七
二
年
、
河
出
書
房
新
社
）。
註
２
、
温
汝
能
、
字
は
希
禹
、
ま
た
煕
堂
、
晩
に
謙
山
と
号
す
。
広
州
府
順
徳
県
龍
山
の
人
。
清
の
乾
隆
・
嘉
慶
年
間
の
学
者
。
乾
隆
五
十
三
年
（
一
七
八
八
）、
か
つ
て
薦
に
応
じ
て
京
に
入
り
、
内
閣
中
書
（
撰
写
、
翻
訳
等
の
事
を
掌
る
）
に
任
ぜ
ら
る
る
も
、
い
ま
だ
幾
く
な
ら
ず
し
て
帰
る
を
告
ぐ
、
と
い
う
。
註
３
、
孟
子
（
ほ
か
諸
子
）
の
哲
学
を
文
学
批
評
に
適
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
張
少
康
『
先
秦
諸
子
的
文
藝
觀
』（
一
九
八
一
年
、
上
海
文
藝
出
版
社
）（
釜
谷
武
志
訳
『
諸
子
百
家
の
文
芸
観
』
一
九
八
五
年
、
汲
古
書
院
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
同
氏
『
中
国
文
学
理
論
批
評
史
教
程
』（
修
訂
本
、
二
〇
一
一
年
、
北
京
大
学
出
版
社
）
は
、
孟
子
に
於
け
る
「
詩
・
書
」（
作
品
）
と
「
人
」（
作
者
）
と
「
世
」
と
の
関
係
把
握
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ち
な
み
に
氏
は
、『
中
国
古
代
文
学
創
作
論
』（
一
九
九
一
年
、
臺
灣
文
史
哲
出
版
社
）
に
於
い
て
、「
容
に
擬
し
て
心
を
取
る
」
説
や
「
神
似
・
形
似
」
説
等
の
模
倣
文
学
理
論
に
関
す
る
史
的
変
遷
を
も
論
じ
て
い
る
。
註
４
、
こ
こ
に
は
触
れ
な
い
が
、
北
宋
の
劉
攽
（
一
〇
二
二
－一
〇
八
八
）『
中
山
詩
話
』（『
劉
貢
父
詩
話
』）
の
「
賡
和
」
論
が
指
摘
す
る
、
和
韻
詩
の
押
韻
（
韻
字
）
が
作
品
の
論
理
構
成
ひ
い
て
は
文
体
の
特
徴
を
も
補
完
す
る
と
す
る
説
を
も
併
せ
て
考
え
る
必
要
を
覚
え
る
。
註
５
、
た
だ
し
、
劉
宋
の
鮑
照
（
四
一
六
－四
六
六
）
に
「
学
陶
彭
澤
体
」、
唐
の
韋
應
物
（
七
三
七
－七
九
三
？
）
に
「
与
友
生
野
飲
效
陶
体
」、「
效
陶
彭
澤
」
等
の
「
学
古
体
」、「
效
古
体
」
型
の
模
倣
詩
が
、
既
に
有
る
。
註
６
、
詳
細
は
、
石
川
忠
久
『
陶
淵
明
と
そ
の
時
代
〈
増
補
版
〉』
内
篇
第
二
章
「
陶
淵
明
の
帰
田
」（
二
〇
一
四
年
、
研
文
出
版
）
を
参
照
。
註
７
、「
静
者
」
の
典
故
は
、
謝
霊
運
が
故
郷
に
帰
り
隠
棲
す
る
こ
と
を
「
根
に
帰
す
」
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
李
善
「『
文
選
』
注
」
に
言
う
『
論
語
』
の
「
智
者
動
、
仁
者
靜
」
で
は
な
く
、
黄
節
『
謝
康
樂
詩
註
』（
一
九
二
四
年
、
北
京
）
に
言
う
『
老
子
』
の
「
歸
根
曰
靜
」
に
従
う
。
註
８
、
詹
鍈
「
李
白
全
集
校
注
彙
釋
集
評
」（
一
九
九
六
年
、
百
家
文
藝
出
版
社
）
に
引
く
【
集
評
】
に
「
嚴
評
本
載
明
人
批
、『
不
知
何
擬
。
句
似
「
長
歌
行
」。』」
と
あ
る
の
に
依
る。
